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本章では、簡単な平面フレームを用いて、解析データ作成法の基礎を

学ぶ。モデル作成には CAD が用いられており、操作は簡単でしかも直感

的であるため容易に理解できる。入力したデータは、SPACE の仕様に合

わせて構造ファイル、特殊断面ファイル、荷重ファイルとして出力され

る。モデル設定が完了し、ファイルにデータが出力されると、直ちに静

的解析が実行できる。ここではコントロールファイルの設定から解析を

実行するまでを演習する。 

本章での学習の目的は、まずモデラーの基本的な操作に慣れることで

ある。その際、モデラーがどのようなオプションを用意しているか、ど

のように動作するかを理解されたい。最初はマニュアルに沿って練習し

ょう。その後、このモデラーを利用して各種のデータを変更し、解析を

実行されたい。独自の練習を行うことで次第にモデラーに慣れていくこ

とになろう。 

練習用の平面フレームを図 2-1-1 に示す。ここでは、モデラーの基本

的な機能を学びながら、この解析モデルを作成する。 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
SPACE を既に使用している読者は、最初のコントロールファイル設定

部分を飛ばし、第 2.3 節から読むと良いでしょう。
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図 2-1-1 演習用解析モデル 
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 SPACE システムを利用するには、最初にコントロールファイルを作成

する必要がある。まずは、コントロールファイルを作ってみよう。 

コントロールファイルの新規作成方法を以下に示す。まず、SPACE を

起動した後、メニューの[ファイル]→[新規作成]を選択するか（図2-2-1

参照）、ツールバーの新規作成用ツールチップ＊１を押す。 

 

 
 
次に、[名前を付けて保存]ダイアログが表示されるので、保存する場

所を選択し、ファイル名に任意の名前を付けて(ここでは練習.ctl)「保

存」ボタンを押す(図 2-2-2 参照)。 

 
 
 
これでコントロールファイルが作成され、その中には、SPACE で必要

となる各種のファイルが設定される。新規作成では、ファイルコードと

共に、既定のファイル名が登録されている。 

 
 
 

2.2 新規作成

2.2.1 コントロール

ファイルを作成する 

図 2-2-1 [新規作成]メニュー 

*1 

図 2-2-2 「名前を付けて保存」ダイアログ
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コントロールファイルが作成された後は、解析やプレゼンテーション

のために、各種パラメータを設定する必要がある。まず、設定用ダイア

ログを用いて、次のファイルを設定する。 
静的解析で必要となるファイルは、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
である。ダイアログを利用して、各パラメータやデータを設定し、ファ

イルを作成してみよう。なお、5)～7)については次節で説明する。 

最初に、形状ファイル群中のファイル名の設定及びそれらの読み込

み・書き込み設定を行う。図 2-2-3 のようにメニューより[I/O データ]

→[ファイルの入出力チェック]→[形状ファイル]を選択すると、「形状

データのファイルチェック」ダイアログが表示される。 
 

 

2.2.2 モデル格納用

ファイルを設定する 

１) 形状データファイル 

２) プレゼンテーションコントロールファイル

３) 静的解析用コントロールファイル 

４) 静的解析結果出力ファイル 

５) 静的解析コントロールデータ 

６) 座屈解析コントロールデータ 

７) 静的解析出力コントロールデータ 

８) 3D アニメーションデータ 

図 2-2-3 「形状ファイル」メニュー 
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このダイアログの中で、まずタイトルを書き込む。このタイトルはコ

ントロールファイルの最初の部分に出力されることになる。ここでは、

タイトルを「練習用データ」とする。今回、構造データファイルと荷重

ファイル No.1、No.2 を使用するため、3 つのファイルに”読み込み可

能にする”と”書き込み可能にする”にチェックマークを入れる(図

2-2-4 参照)。なお、今回、ファイル名はデフォルトのまま使用するこ

とにしよう。上記の処理を終えた後、「OK」ボタンを押すと設定が全て

完了する。 

次に、プレゼンテーションコントロールファイル設定、及びそれらの

読み込み・書き込み設定を行う。図 2-2-5 に示すようにメニューより、

[I/O データ]→[ファイルの入出力チェック]→[プレゼンテーションコ

ントロールファイル]を選択すると、「プレゼンテーション用コントロ

ールファイル」ダイアログが表示される。 

 

図 2-2-4 「形状データのファイルチェック」ダイアログ
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 図 2-2-6 で示されるように、次の 2つのファイル 

 
 
 
について、「読み込み可能にする」と「”書き込み可能にする」にチェ

ックマークを入れる。なお、「すべてにチェック」ボタンを押すことで、

ここに表示されているファイル全てに読み込み・書き込みチェックマー

クを入れることができる。最後に、「OK」ボタンを押すと設定が完了す

る。なお、先に示した情報ファイルとは、このインフォメーション用デ

ータファイルを指す。 

 次に、静的解析コントロールファイル群中のファイル名の設定、及び

読み込み・書き込み可能のチェックマークを挿入する。まず、図 2-2-7

のようにメニューより[I/O データ]→[ファイルの入出力チェック]→

[静的解析コントロールファイル]を選択する。 

 
 
 

１）パースペクティブコントロールファイル 
２）インフォメーション用データファイル 

図 2-2-6 「プレゼンテーション用コントロールファイル」ダイアログ 

図 2-2-5 「プレゼンテーションコントロールファイル」メニュー
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メニューを選択すると、｢静的解析コントロールファイル｣ダイアログ

が表示される。このダイアログでは、 

 

 

 

 

の計 3 個のファイルについて、「読み込み可能にする」と「書き込みを

可能にする」にチェックマークを入れる(図 2-2-8 参照)。ここでも、「す

べてにチェック」ボタンを押すことで全てのファイルにチェックマーク

が入る。今回、ファイル名はデフォルトのままとする。 

 

 
 
上記の操作を終えた後、「OK」ボタンを押して、設定を終了する。 

次に、静的解析コントロールデータ群中のファイル名の設定、及びそ

れらの読み込み・書き込み可能のチェックマークを挿入しよう。まず、

図 2-2-9 に示すように、メニューより[I/O データ]→[ファイルの入出

図 2-2-7 「静的解析コントロールファイル」メニュー

１）静的解析コントロールファイル 
２）座屈コントロールファイル 
３）出力コントロールファイル 

図 2-2-8 「静的解析コントロールファイル」ダイアログ
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力チェック]→[静的解析結果出力ファイル]を選択する。 
 

 

 

メニューを選択すると、｢静的解析の結果ファイル｣ダイアログが表示

される。このダイアログでは、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計 8 個のファイルについて、「読み込み可能にする」と「書き込みを可

能にする」にチェックマークを入れる(図 2-2-10 参照)。ここでも、「す

べてにチェック」ボタンを押すことで、全てのファイルにチェックマー

クが入る。ファイル名はデフォルトのままとする。最後に、「OK」ボタ

ンを押して、設定を終了する。 

以上で、モデラー、ソルバー、プレゼンターなどで必要となるファイ

ルの名前とそれらの入出力可能チェックマークの設定が終了する。ただ

し、この段階では、まだこれらのファイルは実際に作成されていない。

そこで、最初に解析などで必要となるパラメータファイルを作成する。

その後、このモデラーを利用して、解析モデルである構造データファイ

ルや荷重データファイルを作ることになる。まず、ダイアログを利用し

て、パラメータファイルを作成しよう。 

図 2-2-9 「静的解析結果出力」メニュー 

１）部材応力によって計算された反力 
２）不釣合力 
３）節点変位 
４）部材断面ひずみ 
５）部材の材端応力 
６）断面応力 
７）座屈モード 
８）各階せん断力 
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図 2-2-10 「静的解析の結果ファイル」ダイアログ
 
 
最初に、構造透視図用のパラメータをセットし、パースペクティブコ

ントロールファイルを作成する。このファイルが作成されていないと、

モデラー使用時や解析時、またプレゼンター使用時に構造透視図が表示

されないので注意されたい。図 2-2-11 に示すようにメニューから[I/O

データ]→[3D アニメーションデータ]を選択すると、「パースペクティ

ブコントロール」ダイアログが表示される(図 2-2-12 参照)。 

 

 
 

図 2-2-11 「3D アニメーション用データ」メニュー 
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3D 表示用コントロールデータとして、以下の 2 つの項目についてデ

ータをセットする。他の項目は、最初はデフォルトのままで良いでしょ

う。これらのパラメータはプレゼンター内部でも変更可能である。ただ

し、プレゼンターで変更してもファイルに書き出されないため、再度、

プレゼンターを立ち上げると元の状態となる。したがって、パラメータ

を変更したい場合は、このダイアログを使用してファイルの内容を更新

する必要がある。 
 3D 表示用コントロールデータとして、以下の項目がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-2-12 「パースペクティブコントロールデータ」ダイアログ

視点： 
  視点の位置をセットする。今回は、モデルが XZ 平面で構成されてい

るため Y軸の値を負位置とする。値があまりに小さいと視点がモデルに

近すぎることになり、画像が歪んだ形状になる場合がある。注意しよう。

今回は、以下の値をセットする。 

X 方向：0 Y 方向：-1000 Z 方向：0 

図形の原点移動： 
 「中央」にチェックに入れる。モデルの中心位置が画面の中心となる。 
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 コントロールファイルを最初に作成したときは、コントロールファイ

ル以外の他のファイルは存在しない。そこで、ダイアログでデータを設

定することで、システムが自動的に作り出す。この場合、図 2-2-13 に

示すダイアログが表示される。図 2-2-6 でパースペクティブコントロー

ルファイルにチェックマークが入っていない場合は、図 2-2-14 のよう

に、エラーメッセージが表示され、3D アニメーションデータを設定す

ることができないので注意されたい。 

 
 
 
  
この節では、静的解析に必要な解析制御用ファイルを、ダイアログを

利用して作成する。ここで使用するダイアログは次の通りである。 
 
 
 
 
最初は、静的解析用コントロールデータの設定を行う。図 2-2-15 に

示すようにメニューから[I/O データ]→[静的解析用データ]→[静的解

析コントロールデータ]を選択すると、「静的解析用コントロールデー

タ」ダイアログが表示される(図 2-2-16 参照)。 

 

 

2.2.3 解析制御用

データを設定する 

図 2-2-13 ファイル作成確認ダイアログ 図 2-2-14 エラーメッセージダイアログ 

１) 静的解析用コントロールデータ 

２) 座屈(固有値)解析コントロールデータ 

３) 静的解析の出力に関するコントロールデータ 

図 2-2-15 「静的解析コントロールデータ」メニュー 
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荷重増分用の段階数：2 

段階 1 ステップ数：20 

荷重係数(S1)：0.05 

段階 2 ステップ数：20 

荷重係数(S2)：0.05 

 
 静的解析を制御するためのダイアログが図 2-2-16 のように表示され

る。静的解析を行う際、最も大切なダイアログであり、各パラメータが

直接解析結果に影響するので、その内容を良く理解しよう。詳細はリフ

ァレンスマニュアルを参照されたい。ここでは以下のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 ファイルがない場合、3D 表示用コントロールデータと同様、図 2-2-17

に示すダイアログが表示され、システムが自動的に生成する。図 2-2-8

で全てのファイルにチェックマークが入っていないと、図 2-2-18 のよ

うなエラーメッセージが表示され、ダイアログが表示されない。この結

果、データの入力ができないことになる。 

図 2-2-16 静的解析用

コントロールデータ

ダイアログ
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次に、座屈解析コントロールデータの設定を行う。図 2-2-19 に示す

ようにメニューから[I/O データ]→[静的解析用データ]→[座屈解析コ

ントロールデータ]を選択すると、「固有値解析コントロールデータ」ダ

イアログが表示される(図 2-2-20 参照)。 

各種パラメータは、デフォルトのままとして、「OK」ボタンを押す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ファイルが存在しない場合、システムがこれらを自動的に生成する。

この場合、次のメッセージが表示される(図 2-2-21 参照)。 

図 2-2-17 ファイル作成確認ダイアログ 図 2-2-18 エラーメッセージダイアログ

図 2-2-19 「座屈解析コントロール」メニュー

図 2-2-20 「固有値解析コントロール」ダイアログ
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最後に、静的解析出力コントロールデータの設定を行う。図 2-2-22

に示すようにメニューから[I/O データ]→[静的解析用データ]→[静的

解析出力コントロールデータ]を選択すると、「静的解析の出力に関す

るコントロールデータ」ダイアログが表示される(図 2-2-23 参照)。 

 

 

断面内の応力をプレ

ゼンターで表示する場

合は、「断面応力の表

示」の項で断面番号を

設定する。後から変更

することが可能である

ため、ここでは、デフ

ォルトのままとしよう。 

ファイルがない場合、

システムが自動的にフ

ァイルを生成する。こ

の場合、次のダイアロ

グが表示される (図

2-2-24 参照)。 

図2-2-21 ファイル作成確認ダイアログ

図 2-2-22 「静的解析出力コントロールデータ」 メニュー

断面応力のファイバ

ーデータを出力した

い場合は、ここで部材

番号を指定する。 

図 2-2-23 動的解析の出力に関するコントロールデータ」ダイアログ 
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各ダイアログの詳しい内容については、リファレンスマニュアルを参

照されたい。 

これまで見てきたように、解析を実行するためには多くのパラメータ

がダイアログを用いて設定される必要がある。メニューからダイアログ

を表示させる方法については既に述べた。ここでは、解析に必要となる

ダイアログを順次表示させる方法について説明する。SPACE のツールバ

ーが図 2-2-25 に示されている。左より８番目のツールチップ をクリ

ックすると静的解析に必要なパラメータを設定するダイアログが順次

表示される。同様に、９番目のツールチップ をクリックすると、動

的解析に必要なパラメータを設定するダイアログが順次表示される。こ

の機能を利用すると、面倒なメニュー設定と設定漏れを防ぐことができ

よう。 

 

 

 

 

 

 
 
 
① コントロールファイルオープン 
② コントロールファイルコピー 
③ コントロールファイルの新規作成 
④ せん断型モデルコントロールファイルの新規作成 
⑤ せん断型モデルの 10データを順次設定する 
⑥ 新規せん断型モデルのモデラーの起動 
⑦ せん断型モデラーを起動し、モデルの変更 
⑧ 静的解析用 10データを順次設定する 
⑨ 動的解析用 10データを順次設定する 
⑩ 骨組モデル用モデラーの起動 

図 2-2-24 ファイル作成確認ダイアログ 

⑩

⑪

図 2-2-25 SPACE

のツールチップ

①

③ ④

⑤② ⑥ ⑦

⑨⑧

⑫ ⑬

⑯⑮⑭
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⑪ 静的解析用ソルバーの起動 
⑫ 動的解析用ソルバーの起動 
⑬ 動的解析用ソルバーの起動(ファイルチェックなし) 
⑭ 静的プレゼンターの起動 
⑮ 動的プレゼンターの起動 
⑯ レポーターの起動 


